
教育セッション

教育セッションⅪ　生理

第2日目（5月15日）第8会場

13：20～14：20	 “0”から始める体表超音波検査
	 司　会：津村 京子（住友病院）

【S-74】1．“0”から始める乳腺超音波検査
尾羽根 範員（住友病院）

【S-75】2．“0”から始める甲状腺超音波検査
太田   寿（隈病院）

　

　　体表超音波検査は、対象となる組織へのアプローチは容易であるが、近いが故にアーチファクトの影響を
受けやすく、高周波探触子を用いるためフォーカスやゲインの調整も重要である。また、疾患の超音波像が
多彩なため典型的な超音波所見をしっかり理解することが重要である。そこで日常検査に必要な体表超音波

の基本について学ぶことを目的とし、装置条件、実際の走査手順、結果の判読、ピットフォールなど明日から役立つ知
識を身につける。
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乳がん罹患の増加に伴って乳房超音波にも注目が集

まり情報量も急増している．あまり耳学問に偏らず，

まずは基本をしっかり押さえることが重要．

１．装置と画質設定

（1）装置

体表臓器用の探触子を使用する．あまりに当然すぎ

るはずだが高周波リニア型探触子ということで血管用

探触子との兼用がいまだに散見される．分解能重視か

ドプラ感度重視かなど同じ高周波探触子でも仕様は全

く異なるため兼用は論外．血管用探触子を乳腺の条件

で使っても，周波数を高くシフトさせれば深部の感度

が稼げず，走査線密度が低く粗いうえに画像処理をか

けた情けない画像にしかなりえない．

（2）画質設定

各社各様いろいろな機能がリリースされ，ビームコ

ンパウンドなどスペックルノイズ（いわゆる画像の

粒々感）を低減し境界の連続性を向上させ視認性を高

める画質が主流．検者の好みもあいまって統一した仕

様は望むべくもないのが実情だが，画像処理のかけす

ぎは性状の判読を損ねることがあり好ましくない．

２．走査と判読

走査は基本をしっかり守れば決して難しくはない．

（1）探触子の角度
探触子を乳房の皮膚にまっすぐ当てて十分な超音波

ビームを投入する．この基本的なことが意外とできて

おらず角度が不適切なだけでも画像の劣化は大きい．

（2）圧迫
探触子で乳房を強く圧迫することはないが，圧迫が

足りないと超音波の減弱が強く病変でないのに病変に

見えたり，性状が正しく描出できなかったりするため，

探触子が密着する程度の軽い圧迫は必要．被検者が痛

がるなどは論外であくまでも軽く．カラードプラの血

流信号は圧迫で容易に消失することも知っておく．

（3）フォーカスの調整
フォーカスが合っていないと病変などの境界が不鮮

明となり形状や内部の性状などが正しく判読できない．

病変の認識すらできないことすらある．

（4）走査法
走査手順についての意見はいろいろあるが，一連の

走査で全体像を把握しやすく複数の方向で走査を行う

点から講習会などでは縦横の走査を推奨することが多

い．放射状・回転状の走査は腺葉の配置を意識した断

面で，病変と乳管との連続性を把握しやすい．どのよ

うな方法でも全体をくまなく走査できればよい．ひと

つの部位を異なる断面で 2回は通るようにした方が見
落としは少なくなる．

（5）見落としやすい部位
①乳腺の辺縁

もう乳腺がないと思って走査をやめたその先に病変

があるかもしれず，一見，脂肪織ばかりに見えても広

めに走査する．腋窩や内上側が比較的見落としやすい．

走査範囲は，頭側は鎖骨，尾側は乳房下溝，外側は中

腋窩線，内側は胸骨を目安に広めの走査を行う．

②乳房の外側

両側乳房の外側部分は，被検者の寝る位置や乳房の

大きさによっては，右は近すぎ，左は遠すぎて，ビー

ムを垂直に入射しづらいことがある．適当な距離にな

るよう寝る位置を変えてもらったり，体を少し傾けて

もらったりすると走査しやすくなる．

③乳頭直下

探触子の密着が悪く良好な画像が得られないため，

見えたつもりになると危険．ゼリーを多くして乳頭の

横からのぞき込むことも必要．周波数を下げると見や

すくなることもあるがその効果は機種による．まずは

十分な画像が描出できていないことを認識し，見直す

手間を惜しまないことが重要．

（6）観察と判読
慣れないうちは画面のごく一部しか見えておらず，

見えたつもりにならないよう注意．慣れてくれば画面

全体をみて，乳腺の厚みの変化，豹紋像の流れなど，

調和のとれた一連の流れが乱れるところに目が留まる．

そのためには走査にある程度の速さが必要で，速すぎ

ず自分の目がしっかり追いつく速度で走査する．

明らかに異常と認識できる腫瘤のほか，周囲を押し

のけたり，逆に引き込みや集中がみられたり，厚みが

増していたりといった，違和感で気がつく病変も多い

ため，いかに正常例に慣れ，そうでないものに違和感

を感じる感性を養えるかが勝負である．迷うような場

合には両側か片側か局所的かなど，所見の分布を考え

ることも有用である．　（06-6443-1261内線 6201）

“０”から始める乳腺超音波検査 

◎尾羽根 範員 1)

一般財団法人 住友病院 1)

EntryNo. 55S-74
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Tel 078-371-3721
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EntryNo. 56S-75
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